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AIを活用した顧客ロイヤルティ向上サービス1

近年，顧客のライフスタイルや価値観，購入チャネル
が多様化し，商品のライフサイクルが短期化している。
そうした中，小売・流通業や消費財メーカーは，顧客の
ニーズをますます捉えにくくなっている。
AI（Artifi cial Intelligent：人工知能）を活用した顧客

ロイヤルティ向上サービスでは，ターゲット顧客のニー
ズを趣味嗜好や購買単価など，さまざまな軸で詳細に分

析し，効果的なマーケティング施策候補を導き出すこと
ができる。これにより顧客のロイヤルティを向上でき，
購買単価や商品の購買率を高めることで，売上・利益拡
大に貢献できる。

Network Inspectionシステム2

サイバー攻撃は日々進化し，マルウェア感染やハッキ
ングなどの外的被害が増加している。これらのサイバー

ITプラットフォーム

Network Inspection システム

パケット分析

分析

収集

不審判定

ネットワーク

ポートミラー

電力 プラント 医療 製造 航空 鉄道 ビル

…

ネットワーク
タップ

ネットワーク
タップ

検出

パケットモニター

可視化

2  Network Inspectionシステムの概要
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顧客インサイト
分析サービス Hitachi AI Technology/H

2. 効果的な施策の提案
人工知能を活用し， 顧客単価や商品購買率など

KPIが最大となる購買行動パターンを抽出

1. 施策ターゲットを明確化
購買履歴や趣味嗜好を踏まえ
ターゲット顧客層や商品を深掘り

3. 分析業務を代行　迅速かつ容易にデータを活用

アクセス
ログ

クーポン
発行履歴

販売促進 マーケティング施策

ロイヤルティを向上すべきターゲットと効果的な施策がわかる

商品企画

1  顧客ロイヤルティ向上サービスの概要

注：略語説明　KPI（Key Performance Indicator）
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攻撃による影響を最小化するためには，絶えず変化する
サイバー攻撃を早期かつ継続的に検知する仕組み，およ
び現状を迅速に把握して対処する仕組みが必要となる。
Network Inspectionシステムは，リアルタイムにネッ

トワークを可視化し，継続的にネットワークトラフィッ
クを監視することにより，不審な通信を検出する製品で
ある。
主な特長は，以下のとおりである。

（1）現状の把握が容易
ネットワークトラフィックの特徴量を多角的に抽出
し，リアルタイムに可視化する。
（2）不審な通信を早期発見
正常な業務をモデル化し，通信トラフィックと比較す
ることで，ゼロデイ攻撃の可能性のある不審な通信をリ
アルタイムに検知する。
（3）現在のシステムにアドオン可能
エージェントをインストールすることなく，タップや
スイッチからミラーするシステムにアドオンする構成
で，既存の機器にも適用可能である。

Hitachi Unifi ed Compute Platform 
for SAP HANA

3

IoT（Internet of Things）の急速な拡大などによって

発生する大量のデータをリアルタイムに分析し，企業の
競争力強化に活用するニーズが高まっている。このニー
ズに応えるため，SAP社は，大量データを超高速で処
理するインメモリ専用データベースSAP HANA※）＊を
提供している。これに対し，日立は高性能サーバとスト
レージを組み合わせ，SAP HANAに最適化した統合プ
ラットフォームHitachi Unifi ed Compute Platform for 
SAP HANA（以下，「UCP for SAP HANA」と記す。）を
提供している。
UCP for SAP HANAは，信頼性を備えたハードウェ

アとSAP HANAとを組み合わせ，事前検証を済ませた
構成で提供している。これにより，顧客システムの短期
間での立ち上げを支援する。また，UCP for SAP 
HANAは，クラスタやディザスタリカバリを実現可能
な構成となっており，ダウンタイムによる企業の損失を
抑えることができる。さらに，UCP for SAP HANAに
フラッシュストレージを適用することにより，システム
の高速化や省電力化，省スペース化が可能となる。
増大していくデータを分析する基盤として，今後も統
合プラットフォームソリューションを拡充・強化し，企
業の新たな価値の創出や迅速な経営判断を支援していく。

※）SAP SE社の高速インメモリプラットフォーム。
＊は「他社登録商標など」（138ページ）を参照

UCP for SAP HANAを構成するプラットフォーム

UCP for SAP HANAの導入から運用 ・ 保守まで支援するサービス

ブレードサーバモデル

導入前 設計 構築 運用 ・ 保守

プラットフォーム設計 新規構築 操作教育

維持保守運用環境構築

信頼性向上

検証支援

顧客の要求をシステム要件としてまとめ， プラットフォームの基本
構成を提案。

ラックマウントサーバモデル
BladeSymphony BS2500

Hitachi Virtual Storage
Platform G200（ストレージ部） HA8000 RS440

内蔵ディスク高性能サーバブレード
（サーバ部）

SAP HANA

SAP HANA

SAP HANA導入に必要な設定
を顧客への納入前に構築。利
便性向上のための各種機能や
ツール類の環境を構築。

事前評価（アセスメント）や実機
検証（PoC）を行い，SAP HANA
が対象システムに対し，十分パフ
ォーマンスを発揮できることを
検証。

顧客環境のシステム運用ニーズを踏まえ， バックアップ， 監視などの運
用環境を設計 ・ 構築。

顧客システムに求められる可能性を実現するために， バックアップ構成，
クラスタ構成， ディザスタリカバリ構成などの環境を設計 ・ 構築。

SAP HANAの理解を深めるた
めのシステム管理者向け教育を
提供。

運用ニーズや新たなシステム
ニーズに対応すべく， SAP 
HANAのバージョンアップや
UCP for SAP HANAのサイ
ズアップを実施。

3  Hitachi Unified Compute Platform for SAP HANAの概要

注：略語説明　PoC（Proof of Concept）
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ビジネス環境の変化に即応できる
統合システム運用管理JP1 Version 11

4

近年，新たなビジネス価値創出のためにITを活用す
る動きが加速しており，企業は投資コストを抑えながら，
変化の激しいビジネス環境に迅速かつ柔軟に対応できる
ITシステムや運用管理の実現を迫られている。また，
クラウドや仮想化の利用によるシステム環境の多様化に
伴い，システム基盤は大規模化・複雑化しており，運用
管理者には障害発生時における原因究明から対策まで，
高度で幅広い対応スキルが求められている。
統合システム運用管理JP1 Version 11では，システ
ム障害発生時の原因究明に向けた分析を迅速化する
JP1/Operations Analyticsを新たに提供開始した。これ
により管理者個人のスキルに頼ることなく，効率的な原
因分析と迅速な復旧作業が可能となり，ビジネスへの影
響を最小化できる。このほか，ジョブ管理でのオートス
ケール対応やREST API（Representational State Transfer 
Application Program Interface）対応など，クラウド対
応やシステム間連携などを強化し，多様な利用シーンに
応じた柔軟なジョブ運用が可能となった。
今後もJP1はビジネス環境の変化に迅速に対応でき
る，高信頼で効率的なIT運用を実現していく。
（発売時期：2016年1月）

クラウドITリソースの効率化と安定稼働を支援する
Hitachi Infrastructure Analytics Advisor

5

近年，市場ではプライベートクラウドを基盤としたビ
ジネスが主流となり，その導入数は年々増加傾向にある。
プライベートクラウドは，ビジネス状況に応じた迅速な
リソース提供が可能となる一方，増大し複雑化する仮想
環境で物理リソースの効率的な活用と負荷変動時の安定
稼働という相反する要求に応えていかなければならない。
この課題を解決するため，日立はITリソース構成や

性能を把握し，分析・対処するHitachi Infrastructure 
Analytics Advisor（以下，「HIAA」と記す。）を新たにリ
リースした。HIAAは，クラウド環境の負荷状況を学習
し，過去の傾向と異なる負荷を自動検出するため，業務
に影響が出る前に対処できる。また，物理リソースと仮
想リソースの構成や性能を一画面で直感的に把握でき，
負荷変動時には原因となっているノイジーネイバーやシ
ステム変更操作を特定し，その対処を支援する。HIAA
を導入することにより，リソースの効率化と安定運用を
同時に実現することが可能である。

Hitachi Virtual Storage Platform
G1500/F1500

6

センシング技術や人工知能などの発達を背景に，さま
ざまなデータを収集・分析し，顧客との関係構築や生産
効率の改善に活用しようとする動きが多くの企業で活発
化している。中には，新たな仕組みを作り出すとともに
既存ビジネスから脱却し，ビジネス変革を起こす企業も
現れており，企業のデータ活用を支えるITシステム部
門には，さまざまなビジネス要請を迅速にシステムに反
映することが求められている。
このような背景を踏まえ，2016年10月，システム基
盤を支えるストレージ製品Hitachi Virtual Storage 
Platformファミリーの最上位機種VSP G1500をリリー
スした。あわせて，昨今のデジタル社会を背景に増加し
ているフラッシュストレージの活用ニーズに応えるた
め，最上位クラスのオールフラッシュアレイVSP 
F1500を製品化した。
VSP G1500では，複数ストレージを束ねる仮想化，

ボリューム容量・ストレージ階層の仮想化，2台のスト
レージを1台にみせる仮想化など，従来のさまざまな仮
想化機能に加えて，データ圧縮や重複排除などの容量削
減機能を新たに追加し，より効率的で低コストなデータ
保管が可能なハイエンドモデルを提供する。また，高い

5  Hitachi Infrastructure Analytics Advisorによるクラウド環境のト
ポロジー表示

4  システム全体の状況を自動収集して把握できるJP1/Operations 
Analyticsのダッシュボード画面
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可用性・信頼性はそのままに，フラッシュ向けに設計・
最適化されたオールフラッシュアレイVSP F1500は，
より多くのオーダーをより高速に処理し，データ蓄積か
ら分析・活用までの時間を短縮した。増え続けるデータ
への高速かつ安定したアクセス性能により，顧客ビジネ
スの高付加価値化に貢献する。

フェデレーテッドクラウドサービス7

近年，企業などの業務システムをクラウド環境へ移行
する動きが加速している。一方，既存の業務システムを

クラウド環境へ移行することは，移行コストや運用スキ
ル継承の観点から容易ではない。
日立は，複数のクラウドに配置される業務システムの
一元的な運用管理を実現するフェデレーテッドクラウド
サービスにおいて，クラウド環境への移行を支援する機
能を開発中である。
最初に，顧客が使い慣れたソフトウェア資産や業務シ
ステムをテンプレート化し，サービスを構成するフェデ
レーテッドポータル上に保管する機能を提供する。次に，
事前に定義した順序に従って，顧客が用意したテンプ
レートから生成された仮想サーバをクラウド環境に配置
し，各種設定を行うためのWeb APIを提供する。

顧客サイト

顧客

運用管理システム

Web API

顧客の運用ノウハウ，
ソフトウェア資産の

有効活用

複数のクラウドを
統合的に
管理 ・ 監視

フェデレーテッドクラウドサービス フェデレーテッドクラウド

Hitachi Cloud

フェデレーテッドポータル※1
プライベートクラウド

出前クラウド

マネージドクラウド

パートナークラウド

・ 顧客サーバのテンプレート化

・ システムの動的展開
・ 顧客運用管理システムと
  連動したクラウド運用管理

＊ ※2＊

7  フェデレーテッドクラウドサービス フェデレーテッドポータルの機能概要

注：略語説明　※1  フェデレーテッドポータルの管理対象は，プライベートクラウド，Hitachi Cloud，AWS（Amazon Web Services）。
　　　　　　　※2 Microsoft＊ Azure＊はフェデレーテッドクラウド監視サービスのみの提供。
　　　　　　　＊は「他社登録商標など」（138ページ）を参照

VSP G1500
VSP F1500

VSP G100
VSP G200

VSP G400
VSP F400

VSP G600
VSP F600

VSP G800
VSP F800

VSP G1500
VSP F1500

SVOS

新ハイエンドストレージ
Hitachi Virtual Storage Platform G1500， F1500

6  ストレージ製品のラインアップ

注：略語説明　SVOS（Storage Virtual Operating System）
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日立は，これらの機能を開発することにより，サイト
で運用中の顧客業務システムをクラウドへ移行する際の
顧客の導入コスト低減，およびクラウド移行後の運用コ
スト低減を支援していく。

クラウドセキュリティサービス8

コンピュータネットワークを脅かすサイバー攻撃は
年々増加する傾向にあり，2015年度に発生した標的型
メール攻撃の件数は，過去最多の3,828件※）に上った。
これらのサイバー攻撃に対する手動対応には限界があ
り，自動的な対処が求められている。また，攻撃を受け
てから対応する受身の対処ではなく，先手を打って未然
に攻撃を防ぐという能動的な対処も重要である。
日立のクラウドセキュリティサービスでは，複数の
サービスが互いに連携することにより，自動的な対処を
実現する。例えば，Webアクセスセキュリティの［未知
マルウェア（Web）検知サービス］で検知したマルウェ
アの接続先IPアドレス一覧を「URLフィルタリング
サービス」に自動的に供給し，情報を更新することによっ
て，外部から侵入したマルウェアがアクセスする不正サ
イトや，C&C（Command and Control）サーバをブラッ
クリストに登録することができる。今後は，脆弱性情報
や外部脅威情報の自動収集機能，Webレピュテーショ
ン機能などを活用したナレッジデータベースを整備し，
日立クラウドサービス運用者による能動的な対処を可能
とする。

※） 警察庁発表資料「平成27年におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢に
ついて」による。

　　http://www.npa.go.jp/kanbou/cybersecurity/H27_jousei.pdf

予兆保守を支援するAnalytics Template9

産業機器や設備の品質向上，ライフサイクルコスト低
減および稼働率向上へのアプローチとして，IoTを活用
した予防保全への期待が国内外で高まっている。日立は，
IoT/M2M（Machine to Machine）技術と，機械学習を
応用した診断アルゴリズム，実業における保守ノウハウ
を活用した故障予兆診断サービスを提供している。
このサービスは，診断モデルの共有化によって短期間
でのシステム導入を実現しているが，さらなる迅速な導
入を支援するため，データの分析・利活用に必要な要素
機能をAnalytics Templateとして再構築し，提供する予
定である。
主な機能は，以下のとおりである。

［高速開発］
（1）利用目的に合わせたGUI（Graphical User Interface）
を実現する部品群（Widget）
（2）分析結果を既存システムへ提供するAPI群
［適応性］
（3）機器ごとに異なるデータにも柔軟な適応を実現する
データ整形・取り込み・蓄積機能
［スケーラブル］
（4）複数機器の大量データを高速に分析する分散処理機能

インターネット

運用監視者

ナレッジDB

脆弱性情報

URLフィルタリングサービス

未知マルウェア（Web）
検知サービス

設定 ブラック
リスト

利用者

従業員端末

顧客オフィス環境

入口対策

出口対策

外部脅威情報

Webレピュテーション

攻撃者

サービス間の連携による
自動的な対処の実現

検知した
マルウェアの
不正アクセス
先を自動連携

Hitachi Cloud

8  クラウドセキュリティサービスによる自動防御の実現例

注：略語説明　DB（Database）
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これらによって，データの分析・利活用を目的とした
システムを容易に構築することが可能となり，利用者は
迅速に本サービスを事業に活用できる。

エネルギー向けインキュベーション10

国内電力分野では，2016年春から低圧向け電力小売
事業の自由化が始まり，2017年にはネガワット取引市
場の創設が予定されるなど，2020年の発送電分離に向
けてさまざまな法制度が変化している。また，あらゆる
産業でデジタライゼーションが進んでおり，電力分野も
例外ではない。例えば，発電機に設置したセンサー情報
を収集してデータ解析することで故障時期を予測した

り，需要家側に設置した蓄電池などの機器の状態をリ
モートで監視・分析して電力の効率的な利用を促したり
することが可能になりつつある。
このような電力分野の変革は，自由化が進む海外で先
行している状況にある。日立は，DR（Demand Response）
やVPP（Virtual Power Plant）といった海外の先進的エ
ネルギー実証で得たOT（Operational Technology）の知
見を生かすとともに，ビッグデータ解析，AI，ブロッ
クチェーンなどのITを駆使して顧客のイノベーション
を実現する，エネルギー向けインキュベーションを推進
している。
今後は，顧客協創によるビジネス検証やITとOTを組
み合わせたアーキテクチャ整備を進めながら事業化につ
なげていく。

（1）

（3）

（4）

Analytics Template 分析実行システム
見える化ライブラリ（Widget）群

見える化ライブラリ（API）群

データレイク／
データマート

(蓄積)

データレイク／
データマート

(蓄積)

データ
整形／取込

データ
整形／取込

システム
構築期間を
短縮

分析モデル実行基盤

分析モデル

データ連携
インタフェース

－1981138189
876708871
－772263176

ビューア／
レポート

分析ライブラリ

分散処理実行基盤

故障予兆診断 故障原因診断 ・ ・ ・

ユーザー認証

分析ライブラリ
分散処理
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9  Analytics Templateの特徴
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10  エネルギー向けインキュベーションの取り組み

注：略語説明　ETL（Extract/Transform/Load）


